
高齢者の犯罪被害等の推移 

 

○ 全刑法犯認知件数は令和４年以降３年連続で増加しているが、令和６年中の高齢者被害認知件

数は前年と比べ、１０件減少している。 

○ 令和６年中における高齢者の被害件数及び全体に占める割合 

  被害件数 ４，２３６件（前年比－１０件） 

  高齢者被害比率 約１１．０パーセント（前年比約０．３ポイント減少） 

 

○ 全刑法犯検挙人員は、前年と比べ、約７．８％増加しているが、検挙された高齢者数は微増で

あることから、全刑法犯検挙人員に占める高齢者の比率は減少傾向である。 

○ 令和６年中に検挙された高齢者数及び全体に占める割合 

検挙人員  １，８０７人（前年比＋３５人、約２．０％増加） 

   高齢者比率 約２２．１パーセント（前年比約１．２ポイント減少） 

○ 検挙人員のうち、高齢者の割合が多い手口は万引き（３５．４％）、置引き（２７．４％）、

倉庫荒し（２５．０％）となる。 
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